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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期
第２四半期
累計期間

第62期
第２四半期
累計期間

第61期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 42,298 40,672 84,687

経常利益 (百万円) 2,113 1,723 4,129

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,232 1,045 2,262

持分法を適用した
場合の投資利益

(百万円) ― ― ―

資本金 (百万円) 5,368 5,368 5,368

発行済株式総数 (株) 15,943,000 15,943,000 15,943,000

純資産額 (百万円) 52,472 53,656 53,803

総資産額 (百万円) 64,516 65,127 67,132

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 78.31 66.41 143.77

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 50.00

自己資本比率 (％) 81.3 82.4 80.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 64 467 2,021

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △608 △330 △146

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △595 △844 △644

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 21,562 23,224 23,931

　

回次
第61期
第２四半期
会計期間

第62期
第２四半期
会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 42.41 33.21

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、「連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移」に

ついては記載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、重要な関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業

の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、復興需要等を背景に持ち直しの動きが見られたものの、

世界景気の減速や産業の空洞化、長引く円高やデフレの影響など、依然として先行きは極めて不透明な状

況が続いております。

当社を取り巻く機械器具関連業界においては、自動車関連は堅調に推移したものの、輸出の減少、製造

拠点の海外移転などの影響により工作機械の受注の伸び悩み厳しい状況で推移いたしました。

このような状況下で、当社においては『新たな競争時代の幕開けに向けての年』を基本方針として、創

業者精神を機軸に刻々と変化する市場環境への対応、新たな販売商品・販路の拡大、お取引先ニーズに対

して、専門総合商社としてよりスピーディーに、より的確に対応し、景気に左右されない体質の強化を目

指した営業展開を図ってまいりました。具体的には、当社の強みである「FACE　to　FACE」直接対話を基本

としつつ、製品情報サイト及び商品カタログ名である「MEKASYS」（http://www.mekasys.jp）を日伝ブ

ランドとして浸透させるべく、昨年に引き続き支店・営業所単位でも積極的に展示会の開催や企画を行

い、マーケティング活動などにも取り入れて注力してまいりました。また、製造業の海外移転に対応すべ

く海外営業基盤の強化・海外拠点の拡充を行うとともに、グローバルな人材の育成・採用にも注力いた

しました。一方、国内市場での代理店の責務を果たすため、営業支援部隊の活用によりさらに踏み込んだ

ニーズの発掘、物流体制の強化を行い、提供価値の向上を図り販売拡大に取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期累計期間におきましては、売上高406億７千２百万円（前年同期比3.8％減）、

営業利益16億４千２百万円（前年同期比19.0％減）、経常利益17億２千３百万円（前年同期比18.4％

減）となり、四半期純利益につきましては、10億４千５百万円（前年同期比15.2％減）と減収減益となり

ました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期末における総資産は、前事業年度末に比べ20億５百万円減少し、651億２千７百万円とな

りました。流動資産は、前事業年度末に比べ12億１千１百万円減少し、485億７千３百万円となりました。

これは、現金及び預金が４億３百万円減少、受取手形及び売掛金が４億２千万円減少したこと等によるも

のであります。

固定資産は、前事業年度末に比べ７億９千３百万円減少し、165億５千３百万円となりました。これは、

有形固定資産が７億１千６百万円増加したものの、投資その他の資産が14億５千６百万円減少したこと

等によるものであります。

当第２四半期末における負債合計は、前事業年度末に比べ18億５千７百万円減少し、114億７千１百万

円となりました。流動負債は、前事業年度末に比べ17億９千２百万円減少し、84億７千１百万円となりま

した。これは、支払手形及び買掛金が10億９千８百万円減少、未払法人税等が４億６千２百万円減少した

こと等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べ６千５百万円減少し、30億円となりました。

純資産合計は、その他有価証券評価差額金が４億４百万円減少したこと等により前事業年度末に比べ

１億４千７百万円減少し、536億５千６百万円となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比

べ７億７百万円減少し、232億２千４百万円となりました。

　
当第２四半期累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、４億６千７百万円（前年同期において得られた資金６千４百万円）

となりました。これは主に、法人税等の支払額が10億８千３百万円、仕入債務の減少額が９億３千１百万

円あったものの、税引前四半期純利益が17億２千６百万円あったこと等によるものであります。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、３億３千万円（前年同期において使用した資金６億８百万円）とな

りました。これは主に、定期預金の払戻による収入が５億４百万円あったものの、固定資産の取得による

支出が９億１千８百万円あったこと等によるものであります。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、８億４千４百万円（前年同期において使用した資金５億９千５百万

円）となりました。これは、配当金の支払額が７億８千６百万円あったこと等によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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(6) 主要な設備

当第２四半期累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設は、次のとおりであります。

第１四半期累計期間に計画中であった東京支店新築移転用地の取得（総額880百万円）をいたしまし

た。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 63,000,000

計 63,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,943,000 15,943,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株で
あります。

計 15,943,000 15,943,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年９月30日 ─ 15,943,000 ─ 5,368 ─ 6,283
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

日伝共栄会 大阪市中央区上本町西一丁目２番16号 1,593 9.99

日伝仕入先持株会 大阪市中央区上本町西一丁目２番16号 774 4.85

西　木　　　進 奈良県奈良市 743 4.66

株式会社利双企画 大阪市中央区上本町西一丁目２番16号 700 4.39

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１－１－５ 550 3.44

有限会社ニシキ興産 大阪市中央区上本町西一丁目２番16号 523 3.28

株式会社百十四銀行 香川県高松市亀井町５－１ 491 3.07

日伝従業員持株会 大阪市中央区上本町西一丁目２番16号 486 3.05

西　木　利　彦 奈良県奈良市 414 2.60

西　木　利　博 兵庫県西宮市 372 2.33

計 ― 6,650 41.71
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 205,800

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,735,000
157,350 ―

単元未満株式
普通株式

2,200
― ―

発行済株式総数 15,943,000― ―

総株主の議決権 ― 157,350 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式54株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義

所有株式数(株)
他人名義

所有株式数(株)
所有株式数
の合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社日伝

大阪市中央区上本町西
一丁目２番16号

205,800 ─ 205,800 1.29

計 ― 205,800 ─ 205,800 1.29

　

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２

項により、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみ

て、当企業集団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度

に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであり、会社間項目消

去後の数値により算出しております。

資産基準 0.6％

売上高基準 1.4％

利益基準 2.9％

利益剰余金基準 0.5％
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,431 24,028

受取手形及び売掛金 ※１, ※２
 20,196

※１, ※２
 19,775

商品 4,553 4,357

その他 624 427

貸倒引当金 △20 △14

流動資産合計 49,784 48,573

固定資産

有形固定資産 9,312 10,028

無形固定資産 198 144

投資その他の資産

その他 7,838 6,381

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 7,837 6,380

固定資産合計 17,347 16,553

資産合計 67,132 65,127

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 7,919

※１
 6,820

未払法人税等 1,125 662

賞与引当金 490 437

その他 728 550

流動負債合計 10,263 8,471

固定負債

退職給付引当金 528 640

その他 2,536 2,359

固定負債合計 3,065 3,000

負債合計 13,329 11,471

純資産の部

株主資本

資本金 5,368 5,368

資本剰余金 7,283 7,283

利益剰余金 40,892 41,150

自己株式 △560 △560

株主資本合計 52,983 53,241

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 819 414

繰延ヘッジ損益 0 －

評価・換算差額等合計 820 414

純資産合計 53,803 53,656

負債純資産合計 67,132 65,127
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 42,298 40,672

売上原価 36,162 34,875

売上総利益 6,136 5,796

販売費及び一般管理費 ※
 4,108

※
 4,154

営業利益 2,027 1,642

営業外収益

仕入割引 174 173

その他 80 84

営業外収益合計 255 258

営業外費用

支払利息 39 38

売上割引 125 126

その他 5 11

営業外費用合計 170 176

経常利益 2,113 1,723

特別利益

投資有価証券売却益 6 5

特別利益合計 6 5

特別損失

固定資産処分損 3 0

投資有価証券評価損 29 －

投資有価証券売却損 － 2

その他 0 －

特別損失合計 32 3

税引前四半期純利益 2,087 1,726

法人税、住民税及び事業税 865 631

法人税等調整額 △9 49

法人税等合計 855 680

四半期純利益 1,232 1,045
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,087 1,726

減価償却費 277 260

売上債権の増減額（△は増加） △354 292

たな卸資産の増減額（△は増加） △490 192

仕入債務の増減額（△は減少） △314 △931

その他 54 △10

小計 1,258 1,529

利息及び配当金の受取額 58 60

利息の支払額 △39 △38

法人税等の支払額 △1,212 △1,083

営業活動によるキャッシュ・フロー 64 467

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △520 △11

定期預金の払戻による収入 6 504

有形固定資産の取得による支出 △29 △918

投資有価証券の取得による支出 △64 △25

投資有価証券の売却及び償還による収入 53 206

その他 △52 △85

投資活動によるキャッシュ・フロー △608 △330

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △551 △786

その他 △43 △57

財務活動によるキャッシュ・フロー △595 △844

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,138 △707

現金及び現金同等物の期首残高 22,700 23,931

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 21,562

※
 23,224
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【会計方針の変更等】

　
当第２四半期累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産につ

いては、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。なお、当第２四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期

間末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 815百万円 808百万円

支払手形 159百万円 168百万円

　

※２　受取手形裏書譲渡高

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形裏書譲渡高 5,290百万円 5,785百万円

　

(四半期損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

荷造運搬費 161百万円 157百万円

従業員給与 1,516百万円 1,521百万円

賞与引当金繰入額 494百万円 423百万円

退職給付費用 274百万円 268百万円

福利厚生費 281百万円 280百万円

減価償却費 277百万円 256百万円

賃借料 239百万円 246百万円

貸倒引当金繰入額 3百万円 ―百万円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

現金及び預金 22,844百万円 24,028百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △1,282百万円 △803百万円

現金及び現金同等物 21,562百万円 23,224百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 550 35.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第２四半期累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 786 50.00平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(持分法損益等)

当社が有しているすべての関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会

社であるため、記載を省略しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

当社の事業は、動力伝導機器、産業機器、制御機器等の機械設備及び機械器具関連商品の販売の単一事

業であります。従いまして、開示対象となるセグメントがないため記載を省略しております。

　

　Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

当社の事業は、動力伝導機器、産業機器、制御機器等の機械設備及び機械器具関連商品の販売の単一事

業であります。従いまして、開示対象となるセグメントがないため記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 78円31銭 66円41銭

  (算定上の基礎) 　 　

 四半期純利益金額(百万円) 1,232 1,045

 普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

 普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,232 1,045

 普通株式の期中平均株式数(千株) 15,737 15,737

 (注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 　

　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月13日

株式会社　日　伝

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　川　　佳　　男    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    堀　　　　　裕　　三    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社日伝の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第62期事業年度の第２四半期会計期間(平成24年

７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日ま
で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算
書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社日伝の平成24年９月30日現在の財政状態並び
に同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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